
平成29年11月13日文教児童委員会
井上温子委員要求資料

子ども家庭部子ども政策課
　　　　　　子育て支援施設課

保育需要の見込み数の推移状況について

板橋区子ども・子育て支援事業計画（平成27年度～平成31年度）における保育需要の見込み数の計画
値と実績値の推移は以下のとおり。

●２号認定（保育園、認定こども園）・・・満３歳以上 

●３号認定（保育園、認定こども園、地域型保育事業）・・・満３歳未満 

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

計画
(a)

実績
(b)

(b)－
(a)

計画
(a)

実績
(b)

(b)－
(a)

計画
(a)

実績
(b)

(b)－
(a)

計画 計画

量の見込み 
(需要数)(①) 5,566 5,628 62 5,599 5,918 319 6,066 6,213 147 6,218 6,373

目
標
事
業
量 
（
供
給
目
標
量
）

特定教育・ 
保育施設(②) 5,579 5,710 131 5,729 5,985 256 6,508 6,514 6 6,743 6,809

認可外保育施
設(③) 130 128 -2 130 132 2 132 132 0 132 132

④(＝②＋③) 5,709 5,838 129 5,859 6,117 258 6,640 6,646 6 6,875 6,941

過不足(④－①) 143 210 67 260 199 -61 574 433 -141 657 568

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

０歳 １・２歳 ０歳 １・２歳 ０歳 １・２歳 ０
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量の見込み 
(需要数)(①)
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36

目
標
事
業
量 
（
供
給
目
標
量
）

特定教育・ 

保育施設(②)
786 785 -1

3,0
04

3,1
42

13
8

836 825 -11
3,1
04

3,2
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18
8

881 881 0
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3
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8
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特定地域型 

保育事業(③)
173 155 -18 552 657

10
5

233 159 -74 682 660 -22 202 190 -12 775 816 41
22
6

88
4

24
4

98
0

認可外保育施
設(④)

168 164 -4 435 418 -17 168 161 -7 435 417 -18 161 161 0 417 417 0
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1
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7
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1

41
7

⑤(＝②＋③＋
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1,1
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＜備考＞
※量の見込み（需要数）は、需要側（入所児数）の数値（27年度、28年度、29年度実績値を併記）
※目標事業量（供給目標量）は、供給側（２号認定→特定教育・保育施設及び認可外保育施設の定員数、３号認定→特定教育・保育施設、特定
地域型保育事業及び認可外保育施設の定員数）の数値（特定教育・保育施設・・・認定こども園・保育園、特定地域型保育事業・・・小規模
保育施設・家庭福祉員・事業所内保育所、認可外保育施設・・・認証保育所）

※各年度の計画の「量の見込み」は、事業計画に記載されている量の見込み及び目標事業量
※「実績」の需要側は、入所者数（定員の合計－欠員数）＋保育実質待機児数　により求めた数値を指し、「実績」の供給側は定員枠を指す（4
月1日時点）


